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「岩手県農業農村整備事業関係 工事現場等における遠隔確認に関する試行要領」 

（令和３年 11 月 30 日付け農計第 540 号農村計画課総括課長通知）【新旧対照表】 
（下線部は改正部分） 

 

改正後（R7.10.1 以降～） 改正前 
  

 

岩手県農業農村整備事業関係 工事現場等における遠隔確認に関する試行要領 

 

第１ ～ 第３ 【略】 

 

 （機器構成と仕様） 

第４ 機器構成は、ウェアラブルカメラ等により撮影（映像・音声）する機器、撮影データを配信する機器及び監督職員

等が確認するモニターや記録する機器とする。 

２ 機器の仕様は以下のとおりとする。 

  (1) 撮影（映像・音声）用機器の仕様 

    本試行要領に用いるウェアラブルカメラ等により撮影（映像・音声）する仕様は表―１のとおりとする。また、

映像と音声に係る機器は別々の機器を使用することも可能とする。さらに、夜間施工等に有効な赤外線カメラや防

水カメラ等の使用を妨げるものではない。 

表―1 撮影（映像・音声）用機器の仕様 

項 目 仕  様 備  考 

映 像 

解像度：640×480 以上を基本とし、

カラー表示であること 

[削る] 

フレームレート：15fps 以上を基本

とする 

[削る] 

音 声 

マイク：モノラル（１チャンネル）

以上 

 

スピーカ：モノラル（１チャンネ

ル）以上 

 

 

  (2) 配信用機器の仕様 

    ウェアラブルカメラ等により撮影したデータを配信する機器の仕様は表―２のとおりとする。 

表―２ 配信用機器の仕様 

項 目 仕  様 備  考 

映像・音声 転送レート(VBR)：平均１Mbps 以上 [削る] 

 

 

 

 

  (3) 【略】 

 

第５ ～ 第９ 【略】 

 

附 則（令和３年 11 月 30 日付け農計第 540 号） 

この要領は、令和３年 11 月 30 日から施行する。 

 

附 則（令和７年９月３日付け農計第 319 号） 

 この要領は、令和７年 10 月１日から施行する。 

 

  

岩手県農業農村整備事業関係 工事現場等における遠隔確認に関する試行要領 

 

第１ ～ 第３ 【略】 

 

 （機器構成と仕様） 

第４ 機器構成は、ウェアラブルカメラ等により撮影（映像・音声）する機器、撮影データを配信する機器及び監督職員

等が確認するモニターや記録する機器とする。 

２ 機器の仕様は以下のとおりとする。 

  (1) 撮影（映像・音声）用機器の仕様 

    本試行要領に用いるウェアラブルカメラ等により撮影（映像・音声）する仕様は表―１のとおりとする。また、

映像と音声に係る機器は別々の機器を使用することも可能とする。さらに、夜間施工等に有効な赤外線カメラや防

水カメラ等の使用を妨げるものではない。 

表―1 撮影（映像・音声）用機器の仕様 

項 目 仕  様 備  考 

映 像 

解像度：1280×720 以上を基本と

し、カラー表示であること 

通信環境及び目的物の判別が可能であることを勘

案して、受発注者協議の上、解像度：640×480 まで

落とすことができる 

フレームレート：30fps 以上を基本

とする 

通信環境及び目的物の判別が可能であることを勘

案して、受発注者協議の上、フレームレート：15fps

まで落とすことができる。 

音 声 

マイク：モノラル（１チャンネル）

以上 

 

スピーカ：モノラル（１チャンネ

ル）以上 

 

 

  (2) 配信用機器の仕様 

    ウェアラブルカメラ等により撮影したデータを配信する機器の仕様は表―２のとおりとする。 

表―２ 配信用機器の仕様 

項 目 仕  様 備  考 

映像・音声 

転送レート(VBR)：平均９Mbps 以上 基本的には左記の仕様とするが、撮

影用機器の受発注者協議と併せて、

平均 1Mbps 以上を選択することがで

きる 

 

  (3) 【略】 

 

第５ ～ 第９ 【略】 

 

附則 

１ この要領は、令和３年 11 月 30 日から施行する。 

 

 

 

      


